






















































































































































































▽調査実施 ● PC室と図書館の ₂組にわかれて調査を行います。
一部、図書館に移動
　※ PC室では岸本が、図書館では司書の先生がサポートを行いました。
20分
▽調査のま
とめ
●グループで集まり、お互いの進捗を確認。 ₅分
▽アンケー
ト調査へ
の協力
地学実験室に移動
●アンケート班のアンケートに答えます。
₅分
10分
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前半の授業
【自然科学実験グループ】味覚の鋭敏さと食習慣・嗜好の関連性に関する仮説の立案と、実験のための検証
担当：井上
▽導入 地学実験室
●味覚調査キット（＊）を使い、「よい食」に関するどのようなテーマ
のもとでどのような実験ができるかを共有
（＊）いずれも無色透明な、以下の 4種類・₅本のサンプルを準備する。
1本あたりの分量はおよそ30ml。
◦ショ糖　4．00g/L 1本
◦食塩　　1．30g/L 1本
◦酒石酸　0．05g/L 1本
◦水　　　　　　　₂本
これら ₅本のサンプルのなかから、甘味、塩味、酸味のサンプルを味見
して識別します。
「自然科学
実験グルー
プ」シ トー
10分
▽仮説立案 味覚調査キットを用いた実験プランを案出します。今回は味覚の鋭敏さ
と食習慣・嗜好の関連性に関する仮説の立案（例「薄味の食生活をして
いる人の方が、味覚が鋭敏である」）を行いました。
20分
▽実験 仮説を検証するための実験を行います。 ₅分
▽アンケ トー調
査への協力
●アンケート班のアンケートに答えます。 10分
【アンケート調査グループ】多くの人が「よい食」について持つ意見やイメー ジを調査する、調査票を作る
担当：太田
▽導入 PC室に移動
クラスメイトを対象にした「よい食」に関するアンケートの調査票を作成
します。何を調べるために、どのような質問項目を作るかを共有・確認。
「社会調査グ
ル プー（アン
ケ トー）」シ トー
10分
▽調査実施 　調査票を作成。 20分
▽調査のま
とめ
　…井上先生、アンケートを印刷…
アンケートを印刷しているあいだ、生徒は次回の集計の役割分担などを
行います。
₅分
▽アンケー
ト調査へ
の協力
地学実験室に移動
●アンケートを実施
　アンケート班も（自分たちで作った）アンケートに答えます。
●アンケートを回収し、井上先生に保管をお願いします。
　※アンケート用紙の紛失を防ぐため
₅分
10分
【インタビュー調査グループ】「よい食」のイメー ジと、その「よさ」の理由についてのインタビューを行う
担当：太田
▽導入 地学実験室
●インタビュー回答者に地学実験室に来ていただきます。
●調査の趣旨を、生徒から回答者に説明します。
※「ICレコーダーで録音させてもらっても良いですか？」「この記録は後
日の確認のためであり、公開されません」なども、生徒から説明を行
います。
「社会調査
グル プー（イ
ンタビュー）」
シ トー
10分
▽調査実施 インタビュー用紙（太田作成）に記入する形で、生徒が半構造化インタ
ビューを実施。
20分
▽調査のま
とめ
回答者にお礼を言って、退出。 ₅分
▽アンケ トー調
査への協力
アンケート班のアンケートに答えます。 ₅分
10分
授業の紹介
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2⊖3　3回目：自然科学実験・文献調査・社会調査のグループごとの集計と考察
【文献調査グループ】「よい食」に関する資料の書誌情報を読みこむ。追加の書誌情報を集める
担当：岸本
▽導入 地学実験室
● 4回目に行う、3分間のグループ発表に向けた調査のまとめの作成。
項目は下記の通り。
1．現状分析
₂．課題発見
3．原因解明
4．解決案
₅．残った課題
「発表用」
シート
10分
▽考察及び
まとめ
PC室に移動。一部、図書館に移動
●文献調査で集めた資料を読むときに注目すべきポイントを共有します。
　◦内容の共通点
　◦批判されている事象や先行研究の共通点
　◦社会的・時事的な背景
　◦次に読むべきとされている資料
●発表用シートを作成します。
　…自由解散…
40分
【自然科学実験グループ】
担当：井上
▽導入 地学実験室
　…【文献調査グループ】と共通…
10分
▽考察及び
まとめ
PC室に移動
● Excelへの実験データのうちこみ。
●データを可視化するためのグラフの作成。
●発表用シートを作成します
　…自由解散…
40分
【アンケート調査グループ】多くの人が「よい食」について持つ意見やイメー ジの傾向について可視化する
担当：太田
▽導入 地学実験室
　…【文献調査グループ】と共通…
10分
▽考察及び
まとめ
PC室に移動
● Excelへのアンケートデータのうちこみ。
●データを可視化するためのグラフの作成。
●発表用シートを作成します
　…自由解散…
40分
【インタビュー調査グループ】「よい食」のイメー ジと、その「よさ」の理由についてのインタビューを行う
担当：太田
▽導入 地学実験室
　…【文献調査グループ】と共通…
10分
▽考察及び
まとめ
PC室に移動
●インタビュー結果からどのような見解が導けるか、メモをもとにブレ
インストーミングを行います。
●発表用シートを作成します
　…自由解散…
40分
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前半の授業
2⊖4　4回目： 自然科学実験・文献調査・社会調査のグループごとの調査結果と考察の共有
（「セレンディピティ・セミナー」）
▽導入 ●文献①、文献②、味覚①、味覚②、アンケート①、アンケート②、イ
ンタビューの、₇グループに分かれます。
●「前半に説明する人」と「後半に説明する人」に分かれます。
₅分
▽結果発表 ●説明をする人…3分で調査結果を説明します。提示した　「説明のポ
イント」は以下のとおり。
◦背景（この実験・調査をした理由は何か？）
◦実験・調査の方法（どのような実験・調査をしたか？）
◦結果と考察（実験・調査から言えることは何か？）
●説明を聞く人に…₂分で質疑。提示した「質問のポイント」は以下の
とおり。
◦詳細「ここを、もう少し詳しく教えて下さい」
◦確認「ここは、こういう理解で良いですか」
◦選択「ここで、この操作をした理由は何ですか」
◦整合性「この結果から、この考察は導けますか」
◦展開「次にどのような調査が考えられますか」
●説明を聞く人は、自分のやってない 3つの手法のなかから ₂つを選び、
説明を聞きます。
各グル プー、
記入済みの
「発表用」
シート
15分
× ₂
▽ふり返り ●結果発表が終わったら、グループごとにまとまり、グループ内で全 4
回のふり返りを行います。ふり返りの結果と所感を、各自実験ノート
にメモ。
10分
▽終了
（アンケー
ト調査）
●本授業についてのアンケートを実施。 ₅分
3．授業のスケジュールの解説・補足
　上記のスケジュールおよびタイムテーブルは、前半の授業の担当者ら（井上、岸本、太田）に
よって作られました。太田が各回の授業前に試作版を作り、授業終了後に 3人で30分ほど、その
試作版に検討を加え、修正を行いました。本報告書に掲載されているのはその最終版です。
　これらのタイムテーブルは、担当者らが別々の調査グループを、離れた部屋（地学実験室、PC
室、図書室）で支援する都合上、作成されました。結果的には、各回の授業内容のふり返りや、
次回の授業への準備など、多くのポジティブな派生的効果があったため、タイムテーブルを素材
としたディスカッションの積極的な意義付けが見いだされることとなりました。
